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 「令和5年度・四国遍路（世界遺産・日本遺産） 

市町村担当者説明会」 

-“土佐清水市教育委員会”の取り組みを報告-   

6月 26日(月)13時 30分より高知城ホール(高知市)にて、標記の説明会が開催された。 

土佐清水市教育委員会事務局からは、生涯学習課長補佐・池内正樹、同課市史編さん室長・

田村公利の 2 名が出席。担当者説明会では、高知県を代表して遍路道の保存活用に係る取

り組みについて田村公利がこれを報告した。 

 報告では、⑴真念庵とは… ⑵土佐清水市指定文化財となった真念庵 ⑶四国四県統一

デザイン看板の設置 ⑷令和 2年 2月 23日真念庵堂舎の落慶法要 ⑸「高知家遍路道プロ

ジェクト」の内容 ⑹遍路道保存活用の取り組み、等々6点にわたり言及し、一つ一つ丁寧

に報告させていただいた。 

 

 

◎ 「6月 4日の沖縄ジョン万次郎会総会での講演」が 

                 「琉球新報」に掲載される！ 
6 月 4 日(日)13 時から総会が開催され、14 時から約 90 分間にわたり市史編さん室・田

村公利の「少年万次郎を育んだ中浜浦―土佐清水市史の視点から―」と題した講演が行わ

れた。このとき琉球新報(喜屋武幸弘通信員)が取材に来ており、今回記事として総会と講

演の様子が取り上げられた。 

=市史編さん便り= 【17号】 令和 5年 6月 27日(火)発行． 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊土佐清水市教育委員会生涯学習課・市史編さん室 
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◎市史調査＆執筆協力員・太子町教育委員会生涯学習課・木谷智史副主査から

①「論文抜き刷り」 ②「令和 4 年度橋本氏郷土資料館年報」③「News Letter ひびき」が市史編

さん室に届く！ 

①は、『大阪大谷大学大学院 歴史文化学論叢第 4号』(2023年 3月)に掲載された「和歌山県橋本市阿弥

陀寺所在の石造物群について」と題する木谷氏の論文。 

②は、橋本市郷土資料館の令和 2～3年度の月別入館者数のデータ表、「和歌山県橋本市利生護国寺の中

世石造物群について」と題する木谷氏の論文。 

③は、「福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館における以降の保存と展示のための取り組み」と題した藤井

佐由里学芸員の研究メモ、「安楽寺・三十三度行者供養塔群」と題した木谷副主査のレポート。 

 


